








































































































































































































第1セツション 第2セッション 第3セツション 第4セツション
　　　　　一rp〈．01－pく05－p〈．10　（実線ば［Ei｛x“」〈，破線ま負畝を示す）
Figure　1所属感の高低が達成意欲，セルフ・エフィカシー，パフォーマソス
　　　　に及ぼす影響
示し，所属意識と達成意欲との関係性が明らかにされた。
　モデルの検証のためにパス解析を行った結果，第1セッションにおい
て，所属感→達成意欲→セルフ・エフィカシー→パフォーマソスというパ
スが得られた。新たに想定したモデルは支持され，パフォーマンスに対す
る所属感の効果は示された。しかし，媒介変数である達成意欲からセル
フ・エフィカシーへのパスは，第2セッションではネガティブなものであ
った。両変数間の関係については，練習行動を含めて想定していたが，達
成意欲の高さが練習への熱心さを生じさせ，それが高い練習得点に結びつ
くという結果は得られていない。すべてのセッションにおいて，所属感の
低いチームが有意に高い練習投数を示し（Table　3），練習量と達成意欲の
間にはネガティブな関係が示された（達成意欲1との単相関一練習投数
1：r＝一24；練習投数2：r＝一．26）。パフォーマンスのベースライン
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　Table　3所属感ごとの練習投数と練習得点の平均値と標準偏差およびt値
投数1　投数2　投数3　投数4　得点1　得点2　得点3　得点4
高チーム 41．47　　45．95　　47．92　　45．68　　　　2．08　　　2．28　　　2，35　　　2．38
（8，08）　（11．99）　（11．19）　（12．38）　　　（0．73）　　（0．63）　　（0．61）　　（0．65）
低チーム　45，49　51．38　54．41　54．56　　2．14　　2．29　　2．47　　2．55
　　　　（7．26）　　（8．92）　（10．75）　（14．87）　　　（0．53）　　（0．50）　　（0．54）　　（0，45）
t値　　一2．29＊－2．26＊　－2．59＊　－2．84＊＊　－0．38　－0．09　－0．88　－1．33
p＜0．01＊＊　　　p＜0．05＊
は一定であり，パフォーマンスと練習の質的側面である練習得点におい
て，所属感チームの有意差が得られていないことから（Table　1，　Table
3），練習量の多さがパフォーマンスにポジティブな影響を与えているとは
いえない（練習投数とパフォーマンスの単相関は第1セッションからr＝
一．23，r＝一．03，　r＝一．11，　r＝一．15となっている）。所属感の高いチー
ムは，課題にともなう疲労を最小限に抑えるために，短期間に質の高い練
習を行ったと示唆される。
　セルフ・エフィカシーからパフォーマンスに対する影響は，エフィカシ
ー1→パフォーマンス1といパうスで示された。第1セッションでは，セ
ルフ・エフィカシーがパフォーマンスを予測したが，その後のセッション
において，この関係性は得られなかった。Fitzsimmons　et　al．（1991）は，
経験を積んだ課題では，セルフ・エフィカシーよりも，先行するパフォー
マンスの方が後のパフォーマンスを説明すると示している。本実験は新奇
課題であるにもかかわらず，この見解と同様の結果を示した。同じセッシ
ョン内でのセルフ・エフィカシーとパフォーマンスの単相関は高いが（セ
ッション1からセッション4まで：r＝．41；rニ．37；rニ．40；r＝．54），短
期間における実験のために，パフォーマンス間の関係性が強く，他変数か
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Figure　2　セルフ・エフィカシーとパフォーマソスの変化
らの影響が弱くなってしまったと考えられる。しかし，本実験ではセル
フ・エフィカシーの向上にともない，パフォーマンスが上昇していること
が示され（Figure　2），セルフ・エフィカシーとパフォーマンスは共変動
することが明らかにされた。また，パフォーマンス指標が変化する場合に
は，過去のパフォーマンスよりもセルフ・エフィカシーの方がその予測率
が高いと示した研究もあり（George，1994），スポーツ場面での課題遂行
を予測する上で，認知的変数は重要であると示唆される。
　本実験では，時間的流れにそって分析を行った。従って，得られた結果
は変数間の因果関係をとらえていると考えていいであろう。第1セッショ
ンではモデルが支持されたが，短時間で繰り返し変数を測定したため，そ
の後のセッションでは変数間の関係性を明らかにすることはできなかっ
た。より長期的な研究を行うことにより，動機づけ過程についてのさらな
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る理解が深まると考えられる。また，今回のような短期間における実験で
は，疲労をともなうといった運動課題の性質上，練習量を加減するという
行動が示された。このような問題点を解決するためにも，ある程度の期間
をおいて，動機づけ的変数や行動の変化をとらえることが必要である。
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The　Effect　of　a　Sense　of　Belonging　oll　Performance
　　　　　　iII　the　Experimental　Setting
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Ryoko　Kawashima
【Key　words：a　se且se　of　belonging，　achievement　motivation，　self－e伍cacy，
　　　　　　performance
　Recent　research（Kawashima，1996）investigated　the　effect　of　a　sense　of
belonging　on　performance　through　the　mediation　of　achievement　motivation
and　self・ef五cacy，　with　no　interaction　between　the　mediating　variables．　The
一222一
所属感がパフォーマンスに及ぼす効果に関する実験的研究（川嶋涼子）
findings　implied　that　it　was　necessary　to　assume　the　path　between　achieve・
ment　motivation　and　self・eMcacy．　Therefore，　this　study　postulated　a　new
mode1，　a　sense　of　belo皿ging→achieve皿ent皿otivation→self・e伍cacy→perfor－
mance，　and　it　was　examined　in　the　experimental　setting　using　dart　as　a
task．　A　sense　of　belonging　was　manipulated　and　high　groups　were　com－
prised　of　friellds　or　teammates，　while　low　groups　were　composed　of　unknown
peQple．　Although　the　model　was　supported　only　at　the　first　sessiol1，　the
relationships　between　the　variables　were　found　besides　the　results　in　path
analysis．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（学習院大学人文科学研究科博士後期課程心理学専攻）
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